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プロジェクト型組織が抱える課題
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我々から見た日本のプロジェクトマネジメントの現状

仕組みがない(現場任せ)
(約72%)

仕組みはあるが機能していない
(約19%)

仕組みが機能している
(約9%)

これまでヒアリングした122社(※)のうちの
プロジェクトマネジメント状況の割合(ビーイング社調べ)

Q.御社ではどのようにプロジェクトをマネジメントしていますか？

(※)企業属性
規模：中～大企業
業種：メーカー

IT・通信
医療機器
小売り 等
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プロジェクト型組織から聞こえてくる声

 プロジェクトが急に遅れ出し、最後は突貫でこなしている

 競合他社に比べリードタイムが長い

 当初計画よりもコストが膨らむ

 部門間／組織内のコミュニケーションが悪い

 現場から人が足りないというプレッシャーが厳しい

 品質について不安に思うことがある

 プロジェクト全体の進捗状況がよく見えず手が打てない

 目先に精一杯で中長期の技術開発に十分な手が回らない

 メンタル面でダウンしている社員が増えている

経営層 / ミドルマネージャー層
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プロジェクト型組織から聞こえてくる声

プロジェクトマネージャー / リーダー層

 顧客の仕様変更に右往左往している

 プロジェクト間で“できるリソース”の奪い合いが起こる

 準備が整う前にプロジェクトを開始せざるを得ない

 特に設計開発部門で残業・休日出勤が慢性化している

 手戻り・やり直しが頻発している

 品質について不安に思うことがある

 プロジェクト業務で手一杯なのに、問い合わせや不具合対応

などの突発作業にも対応しなければならない

 タスクの優先度が人によりバラバラで、どのプロジェクトの

どのタスクも最優先と言われる
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そのような状況でも何を求められているか？

時間

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4
プロジェクト型企業に求められること

限られたキャパシティ(「(人などの)リソース」×「時間」)の中で、

QCDを保ちながらより多くのプロジェクトを

アウトプットする

時間

リ
ソ
ー
ス

キャパシティ
リ
ソ
ー
ス

プロジェクト業務に
投入可能なMAX人数

投
入
可
能
なM

A
X

時
間/

人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
に
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我々が考える「働き方改革」とは
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「働き方改革」とは

「働き方改革」の主要テーマ

１．非正規の処遇改善

２．賃金引き上げ

３．長時間労働の是正

４．転職・再就職支援

５．柔軟な働き方

６．女性・若者の活躍

７．高齢者の就業促進

８．子育て・介護と仕事の両立

９．外国人材受け入れ

今回我々が言及したいポイント
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プロジェクト型組織における「働き方改革」の難しさ

労働時間を制限する

労働時間を制限しない

生産性を向上させる

QCDを確保する

企業の繁栄

多くのプロジェクト型企業が置かれている環境に対して
「働き方改革」で求められるハードルは決して低くない！！

「働き方改革」で求められていること

プロジェクト型組織で求められていること

対立

[目的]

[ニーズ]

[ニーズ]

[行動]

[行動]
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「働き方改革」で求められること

生産性を向上させるために
労働時間を削減する

時間

リ
ソ
ー
ス

時間

リ
ソ
ー
ス
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QCDを確保するために
労働時間を増加させる

プロジェクト型組織で求められること

時間

リ
ソ
ー
ス

時間

リ
ソ
ー
ス
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労働時間を制限する

労働時間を制限しない

生産性を向上させる

QCDを確保する

企業の繁栄

[目的]

[ニーズ]

[ニーズ]

[行動]

[行動]

？

それぞれで求められることを両立するには・・？
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両立の鍵

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ド
タ
イ
ム
総
和
の
内
訳

減少

実際の生産的な時間

（不可避な）
不確実性

停滞時間

実際の生産的な時間

（不可避な）
不確実性

停滞時間

労働時間の削減

プロジェクト組織における
大きなポテンシャル
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両立の鍵

停滞時間を削減 労働時間も削減

時間

リ
ソ
ー
ス

時間

リ
ソ
ー
ス
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「停滞時間」など本当にあるのか？

多くのプロジェクトを
完了させたい

出来るだけ
複数プロジェクトを
同時に実行する

目的

行動

同時に複数実行すれば
プロジェクト完了数が
増加するはず

出来るだけ
早くプロジェクトを

開始する

早く開始すれば早く完了
するはず

早くプロジェクトを
完了させたい

仮定

このような経験、ありませんか？
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典型的な「停滞時間」

タスク１

タスク１

タスク１

タスク２

タスク３

タスク１

タスク２

タスク３

タスク１

タスク２

タスク３

タスク１

タスク２

タスク３

◆ 一つのタスクに集中して実行した場合

◆ 複数のタスクに「多く」「早く」実行した場合

停滞時間

本来「タスク1」が
終了するタイミング

実際に「タスク1」が
終了するタイミング

段取り替え時間

停滞時間

停滞時間
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典型的な「停滞時間」

PJ A

PJ B

PJ C

PJ A

PJ B

PJ C

◆ 一つのタスクにリソースを集中した場合

◆ 複数のタスクにリソースを分散した場合

本来「PJ A」が
終了するタイミング

実際に「PJ A」が
終了するタイミング

停滞時間

停滞時間

停滞時間
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どうやって「停滞時間」を減らすか？

マネジメントの変革が必要！！

そのためには

優先度を明確にして

「今やるべきこと」と「今やるべきではないこと」
を決める！！！

そのためには

現場レベルではなく、マネジメント層での

明確な“判断”、”決断”が必要
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事例紹介
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事例紹介

事例１ プロジェクトの投入

事例２ タスクの実行

事例３ 課題エスカレーション

優先度を明確にして

「今やるべきこと」と「今やるべきではないこと」
を決める！！！
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実行待ち

プロジェクトのフローが阻害されている

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

事例１ プロジェクトの投入

プロジェクト

実行中

プロジェクト

組織のキャパシティにはバラつきがあり

制約が存在する

完了

全てが最優先 プロジェクトが
制約で詰まる

アウトプットが
最大化されない

(完)プロジェクト

(完)プロジェクト
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フローの停滞
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リソース
負荷

プロジェクトの投入を戦略的にコントロール
プロジェクトの詰まりを解消する(予防する)

①プロジェクトを見える化

事例１ プロジェクトの投入

②優先度を付けて投入を計画し
負荷状況に応じて調整する

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクトの投入イメージ

詰まりが発生するリソース
の負荷に注目する

リソースを集中できれば
従来よりも短縮することも可能

7月 8月 9月 10月 11月 12月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト
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出展：日本TOC協会「JTAカンファレンス2015 東京 発表資料」より抜粋
https://japan-toc-association.org/library/conference/2015

プロジェクトの見える化により
プロジェクトの詰め込み過ぎを実感

「今やるべきこと」と
「今やるべきでないこと」
を経営層や部門長レベルで合意

事例１ プロジェクトの投入

本当に過負荷な状態なのか？
実感しないと納得できない

１
２

３

１

２

３
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完了プロジェクト数

７個→17個に増加

納期遵守率

29％→88％に向上

事例１ プロジェクトの投入 ー 成果

出展：日本TOC協会「JTAカンファレンス2015 東京 発表資料」より抜粋
https://japan-toc-association.org/library/conference/2015

「早く開始すれば早く完了する」という思考を
切り替えることで、納期遵守率の改善を実現
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事例２ タスクの実行

担当者のタスク状態イメージ

タスクの開始から完了までに
様々な停滞時間が多く存在する
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事例２ タスクの実行

出展：日本TOC協会「JTAカンファレンス2016 東京 発表資料」より抜粋
https://japan-toc-association.org/library/conference/2016

※WIP=work in progress：仕掛り中の作業

作業を見える化し
滞留を視覚的に把握

「今やるべき」タスクに
集中できる環境をつくる

マネジメントの支援が
必要であれば素早く対応

１

１実行待ちタスク

２ ３

２実行中タスク

３支援タスク

作業の見える化で、意識を個人→組織へ
同時実行数の制限で、「今やるべきこと」に集中する
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事例２ タスクの実行 ー 成果

リードタイム短縮

40％ (5ヶ月目)

目に見えて
仕掛りが減った

１つのタスクに集中できる環境を構築し
リードタイムの削減に成功

出展：日本TOC協会「JTAカンファレンス2016 東京 発表資料」より抜粋
https://japan-toc-association.org/library/conference/2016
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事例３ 課題エスカレーション

課題 課題 課題

PM

マネジメント層

課題

？？？

マネージャーが動けば
即可決

課題が放置

経営的な判断が必要

チームA チームB チームC

他チームに影響

×

×

×

課題が共有されない

課題がエスカレーションされない

課題はエスカレーションしたが
アクションが決まらない課題がエスカレーションされない

×

限定された範囲で課題が滞留
組織に課題が溢れ返り、プロジェクトが停滞する
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課題エスカレーションサイクル一例

タスク実行
(WIPボード)

週次 隔週

朝会
対象：現場

（WIPボード）

現場

PM

マネジメント層

対策
実行

対策
実行

部内調整
ミーティング
対象：マネージャー

PM

プロジェクト投入
ミーティング
対象：マネージャー

(PM)

進捗報告

日次

日次

事例３ 課題エスカレーション

課題報告

課題報告

進捗報告

プロジェクトミーティング
対象：PM＋現場

対策
実行
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プロジェクトの課題管理表

課題の滞留が増加している
ことをアラートとして検知

組織として課題解決に集中し
課題の滞留を防止

事例３ 課題エスカレーション ー 成果

課題のエスカレーションを高速に回すことで
課題の滞留によるタスクの停滞時間を削減

エスカレーションを徹底し
優先度が高い課題から

適切な階層が迅速に動く！
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プロジェクトの

見える化
タスクの

見える化
課題の滞留の

見える化

事例の共通点

目の前の現実を、誰が見てもわかるように見える化する

共通点は

そのうえで

優先度を明確にして

「今やるべきこと」と「今やるべきではないこと」
を決める！！！
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まとめ

労働時間を制限する

労働時間を制限しない

企業の繁栄

やるべきことに集中して共通の目的を達成する!!!

「働き方改革」で求められていること

プロジェクト型組織で求められていること

対立「今やるべきこと」
「今やるべきではないこと」

を明確にする

生産性の向上

QCDの確保
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自己紹介

新製品開発やR＆D、情報シス
テム、システムインテグレー
ションやパッケージ開発などの
IT業への業務改善経験が豊富。

西郷 智史
株式会社ビーイング
TOCコンサルティング部
コンサルタント
saigo@beingcorp.co.jp
http://toc-consulting.jp/

渡瀬 智
株式会社ビーイング
TOCコンサルティング部
コンサルタント
watase@beingcorp.co.jp
http://toc-consulting.jp/

金融系システムエンジニアとし
てオンライン取引システムの設
計・開発・保守運用を長年担当。
「現場が分かるコンサルタン
ト」として対話を重視。
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ご清聴ありがとうございました。


